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場面を初めとして、天文学者岡村たち 3人の男と、3人の女性の複雑な絡みを交えて展開さ

れる人間模様、恋愛感情の小説である。 

三鷹の天文台の様子、官舎の様子などが登場するように初めから終わりまである意味で

は天文台が舞台に展開される本格的な小説である。今まで 7件紹介した東京天文台が登場

する作品と違って、この小説は八ガ岳山頂に天文台を建設するために、観測条件を調査す

る調査隊を中心としたものであるから、まさしく東京天文台が舞台といっても過言ではな

い。 

この八ガ岳に天文台を建設する話が実際にあったかどうか筆者は知らない。初代台長寺

尾寿の頃、一戸直蔵が台湾の玉山山頂に天文台建設を考え、現地調査をした話は事実であ

るし、この一戸直蔵は東京天文台の三鷹移転に反対し、赤城山山頂に移転すべきだと主張

して寺尾寿台長に東京天文台を追われた人物である。 

この小説のキーワードのように「シンチレーション」という言葉がたびたび登場する。

この「シンチレーション（星の瞬き具合）」という言葉は、天文用語で一般には何を意味

するか分からないであろう。 

一気に読ませる小説ではあった。この小説の主人公の一人、岡村という天文学者のモデ

ルがいたという話を知っている人がいたら情報を得たいと思う。 

 

 これらアーカイブ室新聞の記事にお気づきのことがあれば、編集者中桐にご連絡いただ

ければ幸いです。中桐のメールアドレスは、arcnaoj@pub.mtk.nao.ac.jp 


